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1　－’　珠算競技大会0－0169人が参加

七月三日、町民会館ホールに小・中学生百六十九名を集めて　　　は、先生の「始めなきい」の声と同時に、一生懸命ソロバンを

珠算競技大会が開かれました。大会では、各学年別の競技の他　　　はじいていました。

リレ十競技も行なわれ、会場いっぱいに集った児童・生徒たち　　　　各競技別結果は次のとおりです。

◇
個
人
の
部

○
小
学
4
年
の
部

優
勝
　
楠
木
由
起
子

二
位
　
松
崎
　
由
紀

○
小
学
5
年
の
部

優
勝
　
原
　
　
和
子

二
個
　
宮
脇
　
英
樹

○
小
学
6
年
の
郡

優
勝
　
光
富
美
抄
江

二
位
　
康
永
　
充
子

○
中
学
の
部

優
勝
　
福
田
　
ち
か

二
位
　
柴
田
　
靖
子

◇
団
体
の
部

○
小
学
4
年
の
部

優
勝
　
富
田
団
地

〇
・
小
学
5
年
の
部

優
勝
　
猪
熊
Ａ

Ｏ
小
学
6
年
の
都

優
勝
　
み
ず
ほ
Ａ

Ｏ
中
学
の
部

優
勝
　
下
二
町
任
Ａ

◇
読
上
算
の
部

○
小
学
生
の
部

一
位
　
田
中
　
祥
子

二
位
　
藤
田
し
お
り

猪
熊

〃
・

み
ず
ほ

吉
田
団
地

吉
田
団
地

下
二
町
住

み
ず
ほ

下
二
町
住

吉
田
ノ
三

入
江
興
産

○
中
学
生
の
部

一
位
　
柴
田
　
靖
子
　
下
二
町
住

二
位
　
小
原
　
弥
生
　
吉
田
ノ
二

◇
読
上
暗
算
の
部

○
小
学
生
の
部

一
位
　
田
中
　
祥
子
　
吉
田
ノ
三

〇
中
学
生
の
部

一
位
　
田
代
　
直
人
1
感
冒

◇
リ
レ
ー
競
技
の
部

優
勝
　
　
吉
田
ノ
二

◇
地
区
総
合

優
勝
　
　
み
ず
ほ
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子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
楽
し
い
夏
休
み
が
や
っ
．
で
き
ま
し

た
。
海
・
山
で
の
キ
ャ
ン
プ
、
ま
た
家
族
で
の
旅
行
な
ど
行
楽

地
は
グ
ル
ー
プ
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
楽
し
い

は
ず
の
こ
の
季
節
も
、
一
面
で
は
少
年
の
非
行
化
、
水
の
事
故

交
通
事
故
、
誘
拐
な
ど
が
多
発
す
る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
た

の
し
い
夏
を
過
す
た
め
に
も
、
み
ん
な
の
注
意
で
こ
の
よ
う
な

事
故
を
起
さ
な
い
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

川い・・▼・▼・・ｌｌｌｌｌｌ・・1ｒ▼・日日・・1【■川Ｈ付置－

よ
う
。
必
ず
近
く
で
遊
び
行
先
は
家

の
人
に
言
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う

○
保
護
者
は
幼
児
か
ら
常
に
目
を
離
さ

な
い
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う

の事故を防ぐには
水難・交通事故・非行化の防止

水

の

事

故

防

止

水
の
事
故
は
毎
年
七
・
八
月
を
ピ
ー

ク
と
し
て
増
え
て
き
ま
す
。

福
岡
県
下
で
の
子
ど
も
の
水
の
犠
牲

者
を
見
て
も
昨
年
一
年
間
で
六
十
七
人

が
死
亡
し
、
う
ち
二
十
九
人
（
四
三
㌫

）
が
七
・
八
月
に
集
中
し
て
い
ま
す
。

こ
ど
も
の
水
の
事
故
は
家
族
を
悲
し

み
の
底
に
つ
き
落
し
ま
す
。
幼
い
生
命

を
み
ん
な
の
注
意
で
守
り
ま
し
ょ
う
。

○
立
札
（
こ
こ
で
泳
い
で
は
い
け
ま
せ

ん
）
。
こ
ん
な
立
札
の
あ
る
所
に
は

絶
対
近
づ
い
て
は
い
け
ま
せ
ん

○
泳
ぎ
に
行
く
と
き
は
必
ず
大
人
と
一

緒
に
行
き
ま
し
ょ
う

○
小
学
校
下
学
年
の
遠
出
は
や
め
ま
し

さ
ん
は
十
分
睡
眠
を
と
っ
て
体
調
を
整

え
「
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
す
ぎ
」
、
「
無

理
な
追
越
し
」
な
ど
を
や
め
、
安
全
運

転
に
包
め
ま
し
ょ
う
。

○
道
路
を
歩
く
と
き
は
歩
道
を
、
歩
道

の
な
い
所
は
右
側
を
通
り
ま
し
ょ
う

○
路
上
で
決
し
て
遊
ば
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
うヽ

○
自
転
車
で
の
飛
び
出
し
、
急
な
曲
り

か
た
は
や
め
ま
し
ょ
う

○
交
差
点
内
で
は
自
転
車
を
下
り
て
渡

り
ま
し
ょ
う
。
乗
っ
た
ま
ま
急
に
曲

を
の
は
危
険
で
す

○
こ
ど
も
の
交
友
関
係
や
行
動
、
生
活

態
度
に
十
分
気
を
配
る

○
口
実
を
も
う
け
、
夜
間
外
出
や
外
泊

を
し
た
が
る
と
き
は
よ
く
注
意
を

○
非
行
や
危
険
な
遊
び
を
見
か
け
た
と

き
は
「
愛
の
声
か
け
」
を

少
年
の
非
行
化
防
止

交
通
事
故
の
防
止

●

子
ど
も
の
夏
休
み
期
間
中
は
戸
外
で

の
活
動
が
多
く
な
り
、
小
・
中
学
生
の

自
転
車
事
故
や
高
校
生
の
バ
イ
ク
の
事

故
な
ど
も
増
え
て
き
ま
す
。

ま
た
、
ド
ラ
イ
バ
ー
も
暑
さ
の
た
め

に
注
意
力
が
散
漫
に
な
り
、
い
ら
い
ら

運
転
や
居
眠
り
運
転
に
よ
る
交
通
事
故

が
多
発
し
ま
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な

夏
休
み
は
児
童
・
生
徒
た
ち
が
学
校

か
ら
開
放
さ
れ
、
自
由
時
間
が
多
く
な

り
生
活
が
不
規
則
に
な
り
が
ち
で
す
。

ま
た
、
わ
ず
か
の
誘
惑
か
ら
少
年
が
非

行
に
走
り
や
す
い
時
期
で
も
あ
り
ま
す

こ
の
少
年
の
非
行
化
を
防
ぐ
た
め
に
も

親
子
の
対
話
で
少
年
を
や
さ
し
く
見
守

っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

○
地
域
み
ん
な
で
少
年
を
非
行
か
ら
守

ろ
ー
フ

期

期　　8月1日

8月31日

8　月31日

子
供
の
水
死
事
故
の
努
態
　
（
福
岡
県
内
）

・
㌻

、打、、

計

2

税

納

　

産資定固

期2税民県

期2税険保康健
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一
｝

役

場

事

務

機

構

の

一

部

を

変

更

㌘
㌘
銅
）
誓

町
は
、
六
月
定
例
議
会
で
事
務
分
掌

条
例
の
改
正
を
行
な
い
ま
し
た
。

こ
の
改
正
は
、
高
松
地
区
の
整
備
、

公
害
行
政
、
年
金
・
医
療
等
福
祉
関
係

事
務
の
増
加
な
ど
、
年
々
増
え
る
行
政

需
要
に
対
し
、
よ
り
効
果
的
に
行
政
を

推
し
進
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
な

い
ま
し
た
。

主
な
改
正
点
と
そ
の
ね
ら
い
は
次
の

と
お
り
で
す
。

1
、
高
松
地
区
整
備
事
業
に
対
応
す

る
た
め
、
ま
た
、
土
地
開
発
公
社
業
務

と
の
連
絡
を
密
に
す
る
た
め
、
開
発
課

を
設
置
2
、
町
行
政
の
総
合
調
整
、
進
行
管

理
を
行
な
う
た
め
企
画
部
門
と
財
政
部

門
を
一
体
化
し
、
企
画
財
政
課
と
す
る

3
、
町
行
政
に
対
す
る
要
望
、
苦
情

等
を
敏
速
に
行
政
に
対
応
さ
せ
る
た
め

住
民
相
談
・
広
報
、
広
聴
を
企
画
財
政

課
に
統
合

4
、
企
画
、
総
務
課
の
統
廃
合
に
伴

な
い
、
人
事
課
と
庶
務
係
を
統
合
し
、

総
務
課
と
す
る
。
ま
た
、
庶
務
係
で
兼

務
し
て
い
た
監
査
業
務
に
担
当
主
査
を

置
き
、
監
査
業
務
の
充
実
を
図
る

5
、
厚
生
課
と
老
人
児
童
課
を
統
合

社
会
課
と
保
健
年
金
課
に
再
編
す
る
。

ま
た
、
住
民
相
談
室
に
設
置
し
て
い
た

公
害
業
務
を
保
健
衛
生
と
一
体
化
し
、

環
境
行
政
の
充
実
を
図
る

6
、
鉱
害
、
建
設
お
よ
び
住
民
課
（

健
年
金
〓
課

会
　
　
課

係
を
設
け
て
い
た
が
、
こ
の
庶
務
関
係

の
業
務
を
各
課
ご
と
に
統
合
し
、
事
務

の
省
力
化
を
図
る

7
、
教
育
委
員
会
で
は
、
同
和
教
育

問
題
に
対
す
る
教
育
関
係
に
力
を
注
ぎ

担
当
主
幹
を
設
置
す
る

こ
の
異
動
は
八
月
一
日
付
で
行
な
わ

れ
、
各
課
の
位
置
が
一
部
変
り
ま
す
の

で
別
紙
の
と
お
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
配
置
図
申
、
社
会
福
祉
協
議

会
は
当
分
の
闇
従
前
の
場
所
で
す
。

（
　
税
務
）
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
庶
務

耳 住宅課建設諌「

水
道
企
業

水
　
道
　
誅

管
　
理
　
係

工
　
務
　
係

監
査
委
員

事
　
務
　
局

事
　
務
　
局

讐
監
督
錮

（
住
民
係
）

広
報
・
広
聴

総
合
計
画
・
企
画
調
撃
統
計
各
課
の
連
絡
調
整

財
政
計
画
手
蔓
財
産
管
理
・
契
約
・
支
出
命
令

法
制
女
書
・
儀
式
・
秘
書
姦
告
式
・
公
印
管
理

人
事
・
研
修
・
事
務
管
理
・
福
利
産
生
・
給
与

町
有
地
の
取
得
処
分
・
登
記
料
情

地
域
開
発

同
和
問
題
に
関
す
る
こ
と

戸
寧
住
民
基
本
台
帳
・
諸
証
明
在
屠
表
示

税
の
敬
啓
料
一
般

収
納
・
徴
収
森
組
事
務

母
子
福
祉
・
児
童
福
祉
・
老
人
福
祉
・
保
育
所

生
活
保
護
・
消
防
・
障
害
者
・
社
会
福
祉

環
境
・
保
健
・
精
神
由
子
衛
生
・
公
害

国
民
健
康
保
険
由
民
年
金
医
療
給
付

町
営
住
宅
及
び
改
良
住
宅
の
建
設

町
営
住
宅
及
び
改
良
住
宅
の
管
理

農
林
商
工
業
に
関
す
る
こ
と
・
農
業
共
準
消
贅
生
活

国
土
調
査

士
地
利
用
・
都
市
計
画
・
交
通
安
全
対
策

町
有
建
物
及
び
構
築
物
の
設
計
監
督

道
路
・
河
川
・
橋
梁
・
堤
防
・
水
路
・
溜
池
・

公
園
・
失
対
事
業
・
水
防

鉱
害
復
旧

資
金
の
調
整
・
調
達
・
決
算
・
出
納
記
録

学
校
教
育
に
関
す
る
こ
と

社
会
教
育
に
関
す
る
こ
と

同
和
教
育
に
関
す
る
こ
と

水
道
事
業
管
理
に
関
す
る
こ
と

水
道
事
業
工
務
に
関
す
る
こ
と

監
査
事
麹
に
関
す
る
こ
と

議
会
事
務
に
関
す
る
こ
と

選
挙
事
務
に
関
す
る
こ
㌔
＼
、

農
業
委
員
会

事
　
務
　
局

一
農
林
商
工
係
一

土
地
開
発
公
社

事
　
務
　
局

一
開
発
係
）

身
許
ト
ト
許
諾
紅
首
翠
．

・

・

Ｌ

4

　

　

－

Ｊ

ｌ

・

1

－

ト

1

・

1

．

．

ヽ

．

1

1

．

Ｊ

．

．

Ｊ

ｌ

‘

Ｌ

ｒ

－

ｔ

、

、

．

＿

ｌ

■

ｒ

Ｊ

．

．

・
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■

【コ
発
行
人

ｉ

ｉ

≡　8月のし尿汲取予定日
1

ｉ

毒1日　頃末、猪熊
■

妄　2日　鯉口、唐熊県住、猪熊
！

：3日　鯉口、唐熊県住、御輪地、革返、猪熊

蛮　：4日　御輪地、革返、猪熊
町
長　；5日　吉田片山、中央区、吉田垣添、緑風園

伊　≡　　松栄荘、頃末（15・18・25区）、猪熊

藤　：6日　ヌメリ石、吉田本村、中央区、吉田商

衛　：　　店街、吉田川端通、月夜待、松栄荘、

門　；　　美吉野
ｉ

吋、≡8日伊左座、立屋敷、吉田県道筋、美吉野
妻　　　吉田大橋通り、古賀、机
■

集　　萱　9．日　吉田宮尾、吉田本村、下二、二、下二
■

ｉ　　　町住、二町住、高松区、三ツ頭区
水　　ｉ

巻　　！

町　：、．11．14区）

住　：11日　車返、宮ノ下社宅、樋口　一

民　：12日　吉田団地、樋口

相　：13日　吉田団地、樋口、卯月

談　：17日　古賀区、吉田団地
室

窒10日　御輪地、机社宅、水巻中下、頃末（6；

■

妄18日　古賀区、頃末、伊左座、吉田本村、下
ｉ

毒　！　　＿、＿
■

話　　妄19日　古賀区、猪熊町住
■

8　≡20日　鯉口区、古賀県住

1．：22日　鯉口区、みずほ、頃末（6．11．14

：≡　即、樋口、古賀

牟寸禁㌶㌶児園通り）
†

＝25日　梅シ木区
・ｉ

□　　室26白　梅ノ木区
■

印　　至27白　梅ノ木区
二

刷　！29日　猪熊
■

冷
　
牟
　
田
　
印
　
刷
　
合
　
資
　
会
　
社

≡30日　猪熊
■

ｉ

◇
対
象
者

①
、
生
活
保
護
基
準
額
の
一
五
㌫
増

額
し
た
所
得
以
下
の
世
帯
で
す

◎
．
月
収
は
家
族
全
員
を
合
算
し
た

も
の
で
年
間
十
二
分
の
一
の
額

◇
受
給
手
続

①
、
各
地
区
の
民
生
委
員
に
七
月
三

十
一
日
ま
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
期
限
後
は
一
切
受
付
け
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

⑧
、
年
金
（
恩
給
も
含
む
）
受
給
者

は
証
書
の
記
号
番
号
と
年
金
額
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

◇
支
給
方
法

民
生
委
員
を
通
じ
て
本
人
に
お
知

ら
せ
し
ま
す

◇
そ
の
他

民
生
委
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
も
の

を
町
が
審
査
し
ま
す
。
く
わ
し
い
こ

と
は
厚
生
課
民
生
係
に
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い

世
帯
の
種
類
別
と

支
給
対
象
者
の
収
入

㊥
2
0
歳
か
ら
4
0
歳
の
夫
婦
で
1
2
歳
か
ら

1
4
歳
の
子
ど
も
2
人
を
含
む

1
3
万
6
千
2
百
9
4
円
以
下
の
世
帯

㊥
4
1
歳
か
ら
5
9
歳
の
夫
婦
で
1
5
歳
か
ら

1
7
歳
の
子
ど
も
2
人
を
含
む

1
3
万
6
千
5
百
4
7
円
以
下
の
世
帯

㊥
6
0
歳
か
ら
6
4
歳
の
夫
婦

7
万
9
百
2
円
以
下
の
世
帯

㊥
6
5
歳
以
上
の
夫
婦

7
万
2
千
4
百
5
4
円
以
下
の
世
帯

生
活
困
窮
世
帯
に

夏
期
（
越
盆
）
見
舞
金
を
支
給

5
3
年
版
県
民
手
帳

予
約
を
受
付
け

県
で
は
、
昭
和
五
十
三
年
版
福
岡
県

民
手
帳
の
講
入
予
約
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
こ
の
手
帳
は
、
執
務
と
日
常
生
活

に
役
立
つ
、
最
近
の
資
料
を
集
録
し
て

お
り
、
特
に
、
使
い
や
す
く
見
や
す
く

編
集
し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ま
の
良
き

伴
り
よ
と
し
て
、
普
通
判
・
大
型
判
を

ポ
ケ
ッ
ト
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

価
額
　
大
型
判
　
3
0
0
円

普
通
判
　
2
2
0
円

希
望
さ
れ
る
か
た
は
8
月
2
5
日
ま
で

に
企
画
開
発
課
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

ゴ
ミ
収
集
の
盆
休
み

8
月
1
5
・
1
6
日
は
盆
休
み
の
た
め
ゴ

ミ
収
集
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

8
月
1
7
日
か
ら
は
平
常
通
り
収
集
。

粗
大
ゴ
ミ
を
出
す
と
き
は
事
前
に
町

衛
生
係
に
電
話
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
ｌ
■
≡
■
一
■
≡
■
ｌ
■
≡
【
ｌ
工
≡
■
－
■
≡
Ｔ
ｌ
■
≡
■
－
■
≡
■
ｌ
■
≡
■
ｌ
■
≡
■
－

申
込
の
な
い
場
合
、
収
集
を
し
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

し
尿
抜
取
り
の
盆
休
み

8
月
1
4
・
1
5
日
は
盆
休
み
の
た
め
し

尿
汲
取
り
は
休
み
で
す
。
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
な
お
、
1
6
日
か
ら
は
平
常
通
り
。

0
0
月
の
心
配
ご
と
相
談

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
8
月
の

心
配
ご
と
相
談
を
次
の
と
お
り
行
い
ま

す
。
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
も
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

◇
日
時
　
8
月
8
・
1
6
・
2
6
日
、
時
間

は
い
ず
れ
も
1
3
時
～
1
6
時
3
0
分

◇
場
所
　
水
巻
町
々
民
会
館

自

衛

官

募

集

試
験
日
は
毎
月
第
2
・
第
4
金
曜
日

問
い
合
せ
先

○
町
住
民
課

○
航
空
自
衛
隊
芦
屋
基
地
内
募
集
事

務

所

（

魯

0

9

3

・

2

3

・

0

9

8

1

、

内

線

3

4

8

）

日－・’曜　在　宅　医

7月31日　永松医院　耳鼻科　頃　宋　晋691・0386

白月7日　森田医院　内、児科　樋　口　含691・0616

14日1村田医院　内、児科　頃　未　魯691・0745

21日＼沖村医院内、児科下二酎91・5820

診察時間は9時から17時、原則として往診はいたしません。

一お　　礼一

香典返しとして次のかたから社会福祉協議会にご寄贈があり

ました。ご冥福をお祈りいたしますとともにあっくお礼申しあ
げます。

富田二宮尾　　故岡部　ユキ殿　　岡部　善数殿
下二引舟　　　故石井　節子殿　石井喜代己殿

下二二塚　　　故吉田　由紀殿　吉田　　泉殿
また、立屋敷の大同タイヤ工業所（代表者、星山　勇殿）か

ら、社会福祉事業のために多額の寄付がありました。あっくお
礼申しあげます。


